
















































































































（1） 以下の事例研究において，店名等は関連する HP 等で明記されているためそのまま表記するが，人名につい




































（2） 千葉市商店街連合会「稲毛せんげん通り商店街」（http://www.j-passage.com/chiba/list/008.html　2020 年 3
月 28 日検索）。
（3） 当時，海水浴は諸疾病に対する治療法として提唱されていた。
（4） 以上の歴史については，伊藤（2015，18 頁）；伊藤（2017，90 頁）；「商店街ルネサンス　がんばる稲毛（1）」
『読売新聞』2010 年 4 月 3 日，31 頁；「稲毛・夜灯実行委員会」『朝日新聞』2009 年 11 月 7 日，24 頁；第
14 回夜灯実行委員会（2019）；千葉市史編纂委員会（1993）；千葉市「文人に愛された別荘地『稲毛』」（https://
www.city.chiba.jp/inage/chiikishinko/villa.html　2020 年 3 月 28 日検索）に基づく。
―82―






























NHK「おはよう日本」（2010 年），旅行雑誌「るるぶ千葉版」掲載（2010 年），「あさイチ !」
（2014 年）等，2000 年代半ば頃からテレビ番組等でも取り上げられ始めた（6）。さらに，
同商店街はその取り組みが評価され，中小企業庁から 2009 年に「新・がんばる商店街 77




（5） 「商店街ルネサンス　がんばる稲毛（5）」『読売新聞』2010 年 4 月 8 日，25 頁。












の上の世代であるが，A 氏の父（当時 61 歳）が理事長になり，B 氏の父（同 74 歳）が組
合の中枢を担わざるを得なくなった。そして，理事の息子世代である，C 氏（同 25 歳）・
A 氏（同 33 歳）・D 氏（同 39 歳）・B 氏（41 歳）の 4 名が組合の実務を理事らから半ば
押し付けられるかたちで担うことになった（同 91 頁）。
　2004 年には，千葉市商工会議所から他地域への商店街視察ツアーの話が稲毛商店街振
興組合に持ち込まれた。そして，組合の理事たちに代わり，C 氏（当時 33 歳）・A 氏（同




















（8） 「新・がんばる商店街 77 選」以外に「平成 18 年千葉県商店街活性化地域連携モデル事業　最優秀賞」や，「平
成 25 年度千葉のちから『中小企業表彰』」等も受賞している。
（9） 以上は，A 氏への筆者インタビュー（2019 年 6 月 13 日）；伊藤（2017，92 頁，100 頁）；「マップで商店街に
活気を」『読売新聞』2014 年 10 月 23 日，32 頁に基づく。
（10） A 氏への筆者インタビュー（2019 年 6 月 13 日）に基づく。
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（3）個店経営に係る活動：「いなげ逸品」の始まりと展開
































（11） 以上は，いどばた稲毛「2007 年 2 月対談特集　第 2 回いなげ逸品」（http://idoina.com/t/0702t/0702t_3.htm　
























信光堂男の店 マオスーツ 安い ‼　おしゃれ ‼　ダンディー‼
稲毛園本店 やまかい粉末煎茶 花粉症の方に朗報 ‼
並木酒店 稲毛の隠し酒 当店自慢の「通の酒」





（出所）稲毛一店逸品研究会「過去のいなげ逸品」（http://www.hanae.ne.jp/i_ippin/　2020 年 3 月 28 日検索）をもとに作成。
（12） 以上は，いどばた稲毛「2007 年 2 月対談特集　第 2 回いなげ逸品」（前掲）；「『一店逸品』個性で勝負」『朝
日新聞』2007 年 2 月 16 日，24 頁；「商店街ルネサンス　がんばる稲毛（1）」『読売新聞』2010 年 4 月 3 日，
31 頁に基づく。
（13） 以上は，A 氏への筆者インタビュー（2019 年 6 月 13 日）；いどばた稲毛「2007 年 2 月対談特集　第 2 回い
なげ逸品」（前掲）；「商店街ルネサンス　がんばる稲毛（1）」『読売新聞』2010 年 4 月 3 日，31 頁に基づく。
（14） A 氏への筆者インタビュー（2019 年 6 月 13 日）に基づく。
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表 2：過去の「いなげ逸品」掲載店の一覧





















1 稲毛園本店 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
2 川島写真館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
3 ふらわあすたじお彩 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
4 マルイ洋品店 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
5 くだもの・青果金支 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
6 並木酒店 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
7 トキタ薬局 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
8 MEN’SSHOP男の店 ○ ○ ○ ○ 4
9 韓国家庭料理チングヨ ○ ○ 2
10 日韓家ごはん新 ○ ○ ○ ○ ○ 5
11 手作りケーキ＆パン花らんぷ ○ ○ ○ ○ 4
12 脊椎矯正田口療術院 ○ ○ 2
13 はまや洋品店 ○ ○ 2
14 KICKS ○ 1
15 なのはな整骨院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
16 ロイヤル市民斎場稲毛 ○ 1
17 サンセルモ玉泉院稲毛 ○ ○ ○ ○ ○ 5
18 久田 AR 広告 ○ ○ ○ 3
19 レンタルスタジオアドバンス ○ 1
20 あかりサロン稲毛 ○ ○ 2
21 MKPgn1hair ○ ○ 2
22 リカープラザ大越酒店 ○ 1
合　計 9 9 11 13 12 11 12 11 8 9 ―
（出所）稲毛一店逸品研究会「過去のいなげ逸品」（前掲）をもとに作成。
（注 1）2011 年・2017 年も開催しているが，詳細については不明である。






































（15） 以上は，A 氏への筆者インタビュー（2019 年 6 月 13 日）；稲毛一店逸品研究会「稲毛名物『一店逸品』とは」
（前掲）；「商店街ルネサンス　がんばる稲毛（1）」『読売新聞』2010 年 4 月 3 日，31 頁；「『一店逸品』個性
で勝負」『朝日新聞』2007 年 2 月 16 日，24 頁に基づく。
（16） 以上は，A 氏への筆者インタビュー（2019 年 6 月 13 日）；「千葉大『Drops』まちの元気の仕掛け役」『朝日
新聞』2008 年 1 月 21 日，31 頁；「商店街ルネサンス　がんばる稲毛（3）」『読売新聞』2010 年 4 月 5 日，27
頁に基づく。
（17） 以上は，A 氏への筆者インタビュー（2019 年 6 月 13 日）；「『夜とぼし漁』再現」『朝日新聞』2006 年 12 月
15 日，31 頁；「半世紀ぶり『夜とぼし』」『読売新聞』2006 年 12 月 24 日，29 頁；「商店街ルネサンス　がん
ばる稲毛（2）」『読売新聞』2010 年 4 月 4 日，29 頁に基づく。
―88―




開催し，約 1500 名に和紙に絵を描いてもらって灯籠を用意した。実際に，第 1 回目の夜
灯（2006 年 12 月 23 日）では，京成稲毛駅前の稲毛せんげん通りに 500 メートル程にわたっ
て灯篭を並べたところ，目論見通りに，家族を中心に集客できた（18）。ただし，もともと














や「まちづくり」の観点を強調するようになった（伊藤，2017，93 頁）。第 2 に，千葉市




2009 年頃から相談役に招き，地元の顔役を通じて ｢ 夜灯 ｣ を ｢ 稲毛の祭り ｣ とすること




いつつ，規模を拡大させた。来場者についても，主催者発表で，第 1 回は 1 万人，2008
年は 3 万人，2009 年は 2 万人を動員し，直近では 5 万人とも言われている。商店街の若
（18） 以上は，「半世紀ぶり『夜とぼし』」『読売新聞』2006 年 12 月 24 日，29 頁；「『夜とぼし漁』再現」『朝日新聞』
2006 年 12 月 15 日，31 頁；「商店街ルネサンス　がんばる稲毛（2）」『読売新聞』2010 年 4 月 4 日，29 頁に
基づく。
（19）「商店街ルネサンス　がんばる稲毛（2）」『読売新聞』2010 年 4 月 4 日，29 頁。
（20） A 氏への筆者インタビュー（2019 年 6 月 13 日）に基づく。








































（22）「稲毛っ子の思い，露店を呼び戻す」『朝日新聞』2014 年 6 月 23 日，37 頁。
（23） A 氏への筆者インタビュー（2019 年 6 月 13 日）に基づく。
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石原武政（1995）「商店街の組織特性」『経営研究』第 45 巻第 4 号，1-15 頁。
（25） 構造を変革した例として高知県の高松丸亀商店街が著名であるが，同商店街はあくまで中心市街地に立地し
人の往来の中心であるという基本的な前提の相違点は無視できない。
（26） いずれの活動も負担が蓄積し，「いなげ逸品」については 2018 年に活動を一度休止した。「夜灯」について
も 2019 年度に開催が危ぶまれながら結果としては開催されたものの，今後への課題を残している。
―92―
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〔抄　録〕
　本研究の目的は，「稲毛せんげん通り商店街」を事例に取り上げ，商店街に係る変革の
試みを考察するものである。
　商店街については，経営面では一般に厳しい現実に直面しているが，再起を図り一定の
成果を収める商店街も存在する。本研究の関心は，その成果が社会的に評価される，稲毛
せんげん通り商店街に着目し，なぜ当該商店街がそのような成果を生むことに成功したの
かを明らかにすることにある。とりわけ，その変革の試みついては中心的な主体となる企
業家に着目し，象徴的な取り組みである「いなげ逸品」と「夜灯」を中心に同商店街の一
連の展開を分析した。
　分析を通じ本研究は次の点を示した。第 1 に，一般的に厳しい状況にある近隣型商店街
であるにも拘らず，同商店街では企業家として役割を果たした若手メンバーを中心に活動
が維持された。この点に企業家の意義を見て取れる。第 2 に，同商店街の歴史的な背景と
照らし合わせると，企業家による試みは，商店街の形成・発展に係る段階では所与であっ
た「そこに立地・存続する理由」を改めて社会の中で再構築しようとする活動として位置
づけ得る。
―95―
松原日出人：商店街における存立基盤の動揺と変革の試み
